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愛
知
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洲
城
下
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遺
跡

所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
／
ハ
月
を

一
〇
月

発
掘
機
関
　
　
の
愛
知
県
叛
育
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
福
岡
晃
彦

。
梅
本
博
志

・
長
島
　
広

・
清
水
雷
太
郎

・
梅

村
清
春

。
宮
腰
健
司

遺
跡
の
種
類
　
城
郭

・
都
市
跡

遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
ｉ
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
、
濃
尾
平
野
を
南
流
す
る
木
曽
川
水
系
五
条
川
の
西
岸

に
発
達
し
た
自
然
堤
防
と
、
そ

の
後
背
湿
地
上
に
位
置
す
る
。

調
査
地
点
の
近
く
に
は
、
南

三
〇
Ｏ
ｍ
程
の
所
に
、
遺
跡
名

の
由
来
と
な
っ
た
清
洲
城
本
丸

推
定
地
が
あ
り
、
ま
た
五
条
川

を
換
ん
だ
東
岸
で
は
、
ほ
ば
時

期
を
同
じ
く
す
る
朝
日
西
遺
跡

の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
類
の
出
土
し
た
五
九
年
度
調
査
地
点
は
、

『
清
洲
町
史
』
等
に
よ
れ
ば

清
洲
城
を
巡
る
三
重
の

「堀
」
の
う
ち
、
内
堀
と
中
堀
の
間
に
比
定
さ
れ
、
武

家
屋
敷
地
と
推
定
さ
れ
る
部
分
に
あ
た
っ
て
い
る
。

五
九
年
度
の
調
査
で
は
、
東
西
、
あ
る
い
は
、
南
北
に
一
定
の
方
向
性
を
有

し
、
当
時
の
地
割
の
方
向
を
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
溝
群
、
及
び
井
戸

。
上
痰

等
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
南
北
方
向
を
と
る
三
条
の
溝

（Ｎ
Ｒ
〇
一
、
Ｓ
Ｄ

Ｏ
一
、
Ｓ
Ｄ
〇
五
）
よ
り
、
今
回
報
告
す
る
資
料
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
溝
は
、

い
ず
れ
も
、
清
洲
城
下
町
の
形
成

・
発
展
期
に
あ
た
る

一
六
世
紀
ぞ

一
七
世
紀

初
頭
に
存
続
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
な
か
で
も
、
竹
材
等
に
よ
る

護
岸
柵
を
有
す
る
Ｓ
Ｄ
〇
五
が
比
較
的
古
く
、
他
の
二
条
は
、
こ
れ
よ
り
や
や

新
し
い
段
階
で
、
ほ
ば
併
存
し
て
機
能
し
て
い
た
様
で
あ
る
。

遺
構
内
か
ら
の
出
土
遺
物
は
、　
い
ず
れ
も
、　
土
師
質
土
器
が
中
心
で
、　
頼

戸

・
美
濃
窯
系
製
品
、
中
国
陶
磁
器
、
金
属
器
等
も
み
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け

箸

・
下
駄

・
曲
物

・
漆
椀
な
ど
、
多
量
の
木
製
品
が
際
立

っ
た
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
文
字
資
料
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
か
ら
、
底
部
外
面
に
、
赤
色

漆
で
、

「
玉
安
」
と
記
さ
れ
た
漆
器
椀
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
五
か
ら
は
、
や
は
り
底
郡

外
面
に

「
上
せ
ん
」、
「
せ
□
の
」
等
の
墨
書
を
施
し
、
さ
ら
に
孔
を
加
え
た
土

師
質
皿
が
、
七
点
ほ
ど
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

清
洲
城
下
町
遺
跡
出
上
の
木
街
類
は
、
墨
痕
を
確
認
し
得
た
も
の
の
総
数
九

八
点
に
達
し
た
が
、
断
片
が
多
く
、
部
分
的
に
で
も
釈
読
し
得
た
の
は
、
三
分

(名古屋北部)



1984年出土の木簡

の
一
以
下
の
三
一
点
に
と
ど
ま
っ
た
。
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こ
れ
ら
木
簡
類
の
う
ち
、
量
的
に
目
立
つ
の
は
、

「柿
経
」
の
断
簡
と
考
え

ら
れ
る
も
の
①
②
で
、
全
体
の
約
半
数
に
あ
た
る
一
六
点
を
占
め
て
い
る
。
筆

写
さ
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
法
華
経
の
文
言
と
考
え
ら
れ
、
全
て
、
Ｎ
Ｒ
〇

一

北
端
部
に
堆
積
し
た
植
物
遺
体
層
中
よ
り
の
出
上
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
他

で
も
、
笹
塔
婆
③
、
あ
る
い
は
、
野
位
牌
と
考
え
ら
れ
る
も
の
④
、
等
が
多
く
、

全
体
の
七
割
以
上
が
、
仏
教
色
の
強
い
遺
物
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
以
外
で
は
、
全
長
（推
定
Ｘ
≡

一
蝕
程
の
刀
形
の
柄
部
分
に
針
書
し
、
墨

を
入
れ
た
も
の
⑦
、
あ
る
い
は
、
上
端
圭
頭
の
木
札
に
花
押
を
記
し
、
裏
面
に

日
付
を
有
す
る
も
の
⑨
、
同
じ
文
言
を
く
り
返
す
習
書
ら
し
き
も
の
０
、
等
が

あ
り
、
ま
た
、　
一
点
で
は
あ
る
が
、
将
棋
の
駒
③
も
出
上
し
て
い
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
蔦
藤
原

官
跡
発
掘
調
査
部
加
藤
優
氏
の
全
面
的
な
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た

い
。
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